
様式第3号(第9条関係) 

会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附 属 機 関 等 の 名 称 平成２９年度第２回みよし市社会教育委員会 

開 催 日 時 平成２９年１１月２８日（火）午前１０時から午前１０時４０分まで 

開 催 場 所 みよし市役所 ３階 研修室１，２ 

出 席 者 

副委員長 鬼頭浩子 

委員 秋松成喜、鈴木輝二、西川辰司、中山弘之、岡本清則、 

平川哲也 
 

廣瀬教育行政課長、久野資料館長、深谷スポーツ課長、 

山崎生涯学習推進課長、吉野主事 

（計１５名） 

 

傍聴者：０名 

欠席者：４名（稲月委員長、山崎委員、中村委員、馬渕委員） 

次 回 開 催 予 定 日 平成３０年２月下旬 

問 合 せ 先 

みよし市教育委員会教育行政課 

電 話：０５６１－３２－８０２８ 

ファックス：０５６１－３４－４３７９ 

メール：kyouiku@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載するもの 
・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由   

審 議 経 過 

協議事項等 

１ 平成２９年度前期社会教育・生涯学習活動報告について 

(1) 生涯学習講座等の実施状況を説明 

(2) 家庭教育推進事業の実施状況を説明 

(3) 文化振興事業の実施状況を説明 

報告事項 

１ 社会教育委員県外研修について 

第４８回東海北陸社会教育研究大会（富山大会）の報告 

２ その他連絡事項 

 (1) 寄附金の募集に係る諸手続きについて 

  （愛知県社会教育委員連絡協議会からの依頼） 
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 ただいまより、第２回社会教育委員会を開催いたします。 

 本日の会議は、稲月委員長、中村委員、山崎委員が所用により欠席されると 

いうご連絡をいただいておりますので、よろしくお願いします。 

 それでは初めに、鬼頭副委員長にごあいさつをお願いします。 

 

 おはようございます。お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうござ 

います。本日の議題は今年度前期の社会教育と生涯学習活動の報告を各関係課 

長さんにお願いしております。 

 また、１０月１２日・１３日に富山県で開催されました、東海北陸社会教育 

研究大会に、委員長以下５名で参加させていただきました。分科会に分かれて、 

各地域の事例を勉強させていただきました。後ほど報告資料をご覧いただけれ 

ばと思います。 

 実りある会になりますよう、皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 事務局を代表いたしまして、私、教育行政課長の廣瀬があいさつを申し上げ 

ます。 

 委員の皆さまにおかれましては、第１回目の委員会以降、県や西三河の各社 

会教育関係の会議、あるいは人権教育や公民館等の研修会にそれぞれの立場で 

ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

 また、季節がまもなく１２月に入ろうとする中で、寒さが身に染みてきてお 

ります。これからインフルエンザ等の流行が心配されております。委員の皆さ 

まにおかれましては是非ともご自愛され、健康にお気をつけくださればと思い 

ます。 

 本日の会議では、今年度前期の生涯学習・社会教育活動、東海北陸社会教育

研究大会の報告を議題とさせていただいております。よろしくお願いいたしま

す。 

 

 それでは協議事項に入ります。協議の取り回しを鬼頭副委員長にお願いいた

します。 

 

 最初に、「２協議事項（１）平成２９年度前期社会教育･生涯学習活動報告」

について、事務局より説明をお願いいたします。 

 

 資料は№1のア の生涯学習講座等についてです。 

生涯学習推進課は多くの市民の皆さまが、生涯学習を通じ、楽しさや生きが

いを持って暮らすことが出来るまちを目指し、事業を行っています。 

平成２９年度前期に生涯学習推進課が実施した、また、行っている生涯学習

事業について説明させていただきます。資料はＰ.１からＰ.１２までです。 

生涯学習推進課が行う生涯学習講座は、みよし悠学カレッジ事業の春夏・秋

冬・新春の３期に分けて開催している講座と、中央図書館で開催している講座

です。今回の社会教育委員会では、春夏講座と９月末開講分までの秋冬講座、

親子短期講座のサマースクール、そして中央図書館で開催した講座について報

告します。 

 春夏講座と秋冬講座は９月末時点で全８７講座を開催しました。その中で、

みよしの歴史・自然・文化を土台として学ぶ「生活創造」講座は３４講座、語

学や異文化について楽しく学ぶ「国際理解」講座は１７講座、情報やパソコン

等の操作を楽しく学ぶ「情報通信」講座は２７講座、「親子短期」講座のサマー

スクールは７講座です。また、「読書啓発」講座につきましては２講座です。 

日時・会場・延べ出席者数等につきましては、資料をご覧いただきたいと思

います。 
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 資料P.７をご覧ください。前期までの開催講座は全７講座です。 

№１の「石川家住宅歴史体感講座及びイベント」では子どもから高齢者まで

を対象に、毎週末、琴などの公開講座や昔遊びのイベントなどを計９０回開催

いたしました。 

 №２の「常設展リニューアル記念講演会」につきましては『猿投窯に見る古

代遺跡の謎に迫る―みよしの古窯をつくった人々―』と題し、発掘調査の成果

や当時の民俗事例をもとに、講師をお招きして講演会を行いました。 

 №３の「体験！常滑の甕作りの技」につきましては、みよしの焼き物とかか

わりの深い常滑の焼き物作りを、無形文化財保持者の方を講師に招き、実演と

技術指導を体験する講座を行いました。 

 №４から№６につきましては、「縄文どきめき体験講座」としまして、資料館

職員の学芸員を講師とし、土器作りと石器作りを開催しました。土器につきま

しては、体験講座で形を作成したあと、８月１７日に南部小学校（保育園跡地）

で縄文時代と同じ手法の野焼きで、土器づくりを行いました。 

 №７の「リニューアル記念事業 ぐるぐる手回し！ロクロ体験」では陶芸家

の方を講師として招き、古代みよしの焼き物作りで用いられた手回しロクロ体

験を行い、当時の技術に直に触れる講座を開催しました。 

 

資料P.１４をご覧ください。 

№１から№４の講座が市教育委員会主催のスポーツ教室になります。本年度

は、昨年度からさらに定員を増やしましたが、受講もれをされる方も若干名お

り、平成３０年度はさらに定員を増やす予定です。また、この４教室の参加者

総数は１０３４名です。 

№５の「カローリング交流会」につきましては、昨年度より申込者数が９名

増えております。また、受講者数が６４名に対し、延べ出席者数が１０７名と

なっているのは、交流会の運営にボランティアとして参加されている方々が、

自らの業務終了後に参加者としてご協力いただいた関係で、その人数が含まれ

ております。 

№６から№８は、カヌー協会主催の事業です。このうち№６の「カヌー出前

教室」につきましては、市内小中学校に調査を行い、希望する学校に実施した

ものです。本年度は３小学校から希望があり、延べ２５３名の児童が参加しま

した。カヌー協会主催のこの３事業への参加者の合計は、６６３名です。 

№９から№１１につきましては、みよし市の地域総合スポーツクラブの実績

となります。受講者数の欄には現在の登録者数を掲載しております。 

 

イ の家庭教育推進事業について、資料P.１６のいきいき子育て講座から順に

説明させていただきます。 

いきいき子育て講座は、幼児期の家庭教育を推進する事業で、市内の保育園

や幼稚園に通う保護者等を対象に、子育てを中心とした講座を行うものです。

本年度は市内の全幼稚園と保育園の１６園で開催をしまして、１７１５名の方

に受講していただきました。講師・会場・参加人数等は資料に掲載しておりま

すので、ご確認ください。 

資料P.１７からは、小学生の保護者を対象としました家庭教育学級において

開催した事業です。市内８小学校におきまして、各校３回から６回の開催を計

画しております。１１月２８日現在、計２４回開催し、５６６名の方に受講し

ていただいております。内容・講師・日時等は先ほどと同様、資料をご確認く

ださい。 

資料P.２５からは、中学生の保護者を対象としました思春期家庭教育講座で

す。市内４中学校で各校１回ずつ開催します。１１月２８日現在、３校が実施

し、参加者数は２６３名です。こちらも詳細につきましては、資料をご参照く

ださい。 
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引き続き、ウ 文化振興事業について説明します。資料P.２６をお願いします。

サンアートの指定管理者であるホーメックスグループ共同企業体が、自主事業

として行ったもので、４月から９月まで２１の事業を開催しております。定例

開催されますロビーコンサートの他、多くのイベントが開催されております。

特に「サンアートフェスタ」や「ふるさと会館庭園コンサート」、「鼓童 若い

夏」や「コロッケコンサート」などは多くの方にご来場いただき、好評を得て

おります。 

 

ありがとうございました。それではただいまの説明につきまして、ご質問等

がありましたらお願いいたします。 

 

生涯学習講座の廃止、追加等に関する会議があると伺っておりますが、年何

回ほど行われているのでしょうか。 

 

みよし悠学カレッジの関係で会議を行うのは年２回です。 

 

 

５，６年前にシニア対象の講座の開設をお願いして、２・３回は実施をされ

たのですが、ここ数年は実施されておらず、シニア対象の講座の開設をお願い

したいと思います。 

 

本年度や昨年度におきましては、パソコン操作等の講座を開設しております。 

また、全ての講座におきまして、シニア対象や限定と銘打っておりませんが、

健康推進やパソコン操作などの、高齢者等への需要があると思われる講座の場

合は、高齢者や障がい者の方を優先に受講させていただいております。 

 

 県のシニア向けの講座は競争率が高く、なかなか受講できません。さらに、

一度受講すると再び申し込むことが出来なくなるものもあります。また、高齢

者の交流を図る上でも、市にはシニア向けの生涯学習講座を増やしてほしいと

思います。 

 

 前向きに検討いたします。 

 

 

 桜行政区の西川です。時代によって市民のニーズは変わると思いますが、こ

の生涯学習講座の全体の内容はどのように決めているのでしょうか。 

 

 講座の構成につきましては、毎回講座終了後にアンケートを実施し、今後受

けたい講座はどのようなものですか、という項目を設けて記入内容を検討し、

講座を行っております。さらに、図書館やサンライブ利用者にもアンケートを

とり、さらにその年の流行等を加味した上で講座を実施しております。 

 

 資料P.2の№８と№６３の「美術館を楽しもう」という講座では定員に対し、

大変多くの申込者がおられます。申込者の希望をくみ取り、同じ講座を複数開

催するなど、柔軟な対応をしてほしいと考えます。 

 

かしこまりました。今年度の１１月と１２月に行われる東山動植物園に行く

講座では、申込が多くなることを考慮して同じ講座を複数回開催します。「美術

館を楽しもう」や他の講座においても、ご意見の通り検討いたします。 

 

 講座の定員はどのように決まられているのでしょうか。 
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 講座の定員は講師と相談し、決めております。「美術館を楽しもう」におきま

しては、参加者への説明や美術館におられる他の観覧者の方を考慮し、決めて

おります。 

 

 

 ３ 報告事項に移ります。 

（１）東海北陸社会教育研究大会（社会教育委員県外研修）について 

本来なら、参加されました委員さんに発表をお願いするところですが、既に

研修報告書を提出していただきましたので、委員の皆様にはご一読いただくも

のとして、質疑・応答のみとさせて頂きます。 

ご質問等ございましたらお願いします。 

 また、参加された委員の皆さんの中で、特に素晴らしい事例などをご報告し

たいという方がありましたらお願いいたします。 

 

 各分科会におきまして、２つの事例紹介がありました。私の報告書に規模や

人口などを書かせていただきましたが、みよし市と似通った場所での事例は大

変参考になりますので、そういった事例への検討を行う機会を設けていただき

たいと思います。 

  

ご質問等なければ、次に移ります。次第の４ その他について、事務局よ

り説明をお願いします。 

 

資料P.３７をご覧ください。平成２９年６月１９日付の文書にて、愛知県社

会教育委員連絡協議会より、寄附金の募集についての依頼がありました。寄附

に関しましては、文書の２ 備考の欄にも記載がありますように任意のものと

なっていますので、皆さんが各自で決定していただければと思います。お手元

に振込用紙等を配布させていただいております。こちらから寄附をご依頼する

ということはありませんので、ご興味があればよろしくお願いします。 

 

ご質問等ありませんか。 

（特になし） 

 

本日の議題は以上で終了しました。事務局へお返しします。 

 

以上をもちまして、第２回社会教育委員会を終了します。 

 


